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松本晶子 (沖縄大 ･人文),小田亮 (名古屋工業大 ･院 ･
工学)
沖縄に在住するろう者4名 (男性2名,女性2名,午
齢は60代後半から80代)について,日常会話における
身振り言語を調査した.これらのろう者は就学経験が
なく,自発的な身振りを発達させることによって,周囲
とのコミュニケーションを行っている.対象のろう者
と日常的に按している人との自由会話を録画した合計
80分弱の会話場面をデジタルビデオを用いて録画し,
画像ファイルに変換した後に単語を単位として省き起
こした.次に,単語を構成する手型を,米川 (1984)に
準じて分類した.その結果,すべてのろう者において,ら
手型,つまり指を広げたかたちの手型が最も多くみら
れた (36-56%).これは,手型そのものが何らかの意味
をもっているというより,腕全体,あるいは身体全体で
動作をするときに,最も作りやすい自然な手型である
ためであると考えられる.次に多かったのが,G手型,
つまり握った状態から人差し指のみを伸ばした手型で
あった.これは,身振り言語において指さしが重要な役
割を果たしているためであると考えられる.実際,1名
を除いてG手型の40%から60%が指さしに使用されて
いた.これら以外の手型の出現頻度は低く,その傾向は
4名に共通するものだった.B手型とG手型が多く使用
されることは多くの手話言語においても知られており,
手話言語が身振りの特徴を基にして発展してきたこと
を示唆するものである.
8食物選択におけるマカク2種とチンパンジーの比較
森村成樹 ((秩)林原生物化学研究所 ･類人猿研究セン
ター)
動物福祉の立場から,雑食性の霊長類の飼育では
様々な食物を給餌するのが好ましい.様々な種におい
て,野生では100種以上の食物を採食するが,一時に
様々な食物を食べようとするのかについて,多数の食
物品目を同時に提示して利用品目数を調べた.雑食性
で採食特性が異なるチンパンジ⊥3個体とマカク2種
(ニホンザルとアカゲザル)各2個体を対象に,1回の給
餌 (採食パクト内)と1日の給餌 (日内)とでの採食品
目数を比較した.条件 1では,バナナ,オレンジ,トマ
ト,キャベツ,ダイコン,条件2ではパイナップル,キ
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